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延

床

面

積(

㎡)

建築年度

文化集会系施設

社会教育系施設

ｽﾎﾟｰﾂ･ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ系施設

産業系施設

学校教育系施設

子育て支援施設

保健･福祉施設

行政系施設

公営住宅

その他

公園

上水道施設

築30年未満延床面積：51.6％築30年以上延床面積：48.4％
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学校教育系施設

子育て支援施設

保健･福祉施設

行政系施設
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その他

※総務省公開の公共施設更新費用試算ソフトにて試算 
図 類型別に見た更新・改修にかかる費用 

美里町公共施設等マネジメント計画 概要版 
～みんなで考えよう！将来の公共施設～ 

 

１．公共施設等マネジメント計画とは 
 
本町では、合併前より多くの公共施設を建設しており、そ

の半数が建築後 30 年以上を経過し、老朽化しています。
これらの施設は今後順次、大規模な改修や建替えの時期
を迎えようとしていますが、人口減少、高齢化が進む中で、
多額の更新費用が必要となり、保有するすべての公共施
設を維持することは難しくなります。 
こうした中で、本計画は、わたしたちの公共施設を次世

代に良好なかたちで引き継いでいくため、そのあり方や取組
の方針を示したものです。 

【計画対象】 
町が保有する建築物とインフラ施設（道路・橋梁・上水

道）を合わせた公共施設及び町有地（以下、「公共施
設等」という。）を対象とします。 

２．公共施設等の現状 
 

■本町では、136 施

設(約 84,400 ㎡)

の公共施設を保有

しています。 

■ 築 30 年 以 上

(1985 年以前)の

建物が全体の 5 割

近くを占めています。 

■1978～1983年に

かけて学校や公営

住宅などが多く建築

されてきました。 

■本計画は、総務省が各自治体に対して

策定を要請している「公共施設等総合

管理計画」となります。 

■本町の最上位計画である「美里町振興

計画」を支える計画の一つとなります。 

■個別施設計画は本計画に即して策定

します。 

2016(平成28)年度から2055(平成 67)

年度の 40 年間 

計画期間 

■これまでの施設をす

べて維持する場合、

40 年間では毎年

7.2 億円が必要と

なります。 

■町の公共施設等を

どう維持するのか、

みんなで考えること

が必要です。 

建築が 
集中 

図 築年次別の公共施設床面積（施設類型ごと） 

築 30 年以上の建物が 5割近くを占めています 

40 年間平均で年間 7.2 億円の更新費が必要です 

更新の波が 
やってきます 
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本計画を策定するにあたって、今

後の公共施設のあり方に関する町民

アンケート調査を実施しました。 

実施時期 2016(平成28)年6月 

対 象 者 町内に居住する満 18 歳
以上の住民 2,000 人 

回答者数 850 人（回収率 42.5％） 

 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 

■公共施設の保有量では、施設数

の削減について、約 8 割の方が肯

定的な意見となっています。 

■期待したい効果では、「財政負担

の軽減」、「身の丈にあった施設量

の保持」、「安全で快適な施設の

提供」に過半数の回答がありまし

た。 

 

56.7%

52.0%

50.6%

40.8%

29.6%

29.2%

25.1%

1.1%

0 10 20 30 40 50 60

町の財政負担の軽減

身の丈にあった公共施設量の維持

安全で快適な施設の提供

（耐震性や防災性等の向上）

利用者の視点にたった施設運営

（地域移譲、民間活用など）

施設の多目的利用による地域交流や

ふれあいの増大

便利で効率的なサービスの提供

新たな広域交流や新ビジネスの創出、

移住などの増加

その他
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３．公共施設を取り巻く状況 
 

■人口の見通しでは、今後も

人口減少が続き、40年後に

は現在の4割が減少すること

が推計されています。 

■人口や人口構造の変化によ

り、公共施設に対するニーズ

の変化や税収の減少等に伴

う財政力の低下が懸念され

ます。 

40 年間後には４割の人口減少と推計されています 

図 見直しによって期待したい効果（複数選択） 

39.6%

37.1%

12.1%

0.8%

9.3%

1.0%
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将来世代に負担がかからないよう、

統廃合を進め施設数を減らしていくべき

統廃合はある程度進めながら、

他の分野でも経費を抑えることで対処すべき

統廃合は行わず、現在ある施設を維持すべきで、

他の分野の経費を抑制することで対処すべき

今後もさらに増やすべきである

わからない

その他

(%)

n=782

図 公共施設の保有量（１つ選択） 

約 8 割の方が
削減に肯定的
な意見 

町民意向   ～町民アンケート調査結果＜抜粋＞～ 

図 将来人口の見通し 

10代
0.9%

20代
6.8%

30代
9.9%

40代
12.0%

50代
18.1%

60代
34.5%

70代以上
17.3%

無回答
0.5%

回答者

年齢

※ 合計値に「年齢不明」を含むため各数値の合計と一致しない場合があります。 

有効回答数：782 

有効回答数：808 
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将来を見据えた適切な

保有量の維持 

４．マネジメントの目標と方針 
 

施設の安全性や 

快適性の向上 

施設運用面での 

工夫・改善 

施設配置の 

適正化 

◆マネジメントの視点 ～３つの原則～ 

保有量を最適化します 

原則１ 

防災性を高め、 
施設を有効活用します 

原則２ 

まちづくりの視点を 
重視します 

原則３ 

◆４つの目標と方針 

 

◆マネジメントに向けた課題 

量の適正化 

将来人口規模に見合った

施設保有量を確保する 

性能の最適化 

安全に安心して使用できる

施設整備を進める 

の最適化 

ニーズに対応した住民サー

ビスを提供する 

の最適化 

効果的で効率的な施設の

管理運営を行う 

■今後 40 年間で、現在の施設総面積の 30％削減を目指します。 

・削減によって生じる維持管理コスト削減分は、存続させる施設の更新費用にすべて充当することを前提 
として、適切な建替え、改修を行い、現施設（建築物）の 70％（延床面積）を維持できるよう努め  

ます。 
・公共施設等マネジメントの進捗状況によって、この削減目標数値は適宜見直します。 

全
体
方
針 

■管理運営体制の構築 

 
①町民との問題
意識の共有を踏
まえた再配置の
推進 

②公共施設等の
マネジメント体
制の構築 

③民間活力の積
極的な導入 

④町民との情報
共有と協働体制
の構築 

５．施設類型別の方針 
 

■全体方針に基づき、建築物とインフラ施設について、類型別に方針を設定しました。（詳細は、本編の
「７．施設類型別の方針」をご覧ください。） 

■地域活性化や生活利便性向上に向けた
再配置 

■点検・診断／維持管理・修繕・更新等
の実施 

■安全確保・耐震化の実施 

■長寿命化の実施 

■公共施設・町有地の有効活用 

■管理運営体制の構築 

公共施設等の現況や取り巻く状況から課題を整理し、その解決に向けた目標と方針を掲げます。 
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時期 マネジメント計画 個別施設計画

・美里町公共施設白書

・美里町公共施設等マネジメント計画

中期
2022～
2026年

長期
2027～
2055年

2015～
2016年

短期
2017～
2021年

個別施設計画の策定

（第1期長寿命化計画）

概ね5年ごと

計画期間40年

再配置モデル

プロジェクト
計画の策定

個別施設計画の策定

（第２期長寿命化計画）

マネジメント
計画の見直し モデルプロジェ

クトの実施

整合

整合

区分 施設類型 再配置のイメージ（例）　

文化施設
公民館

ｽﾎﾟｰﾂ・
ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ施設

産業系施設

庁　舎
・

出張所

保健・医療・高齢者
福祉施設

ｽﾎﾟｰﾂ施設

中学校

小学校

保育園

町営住宅

町
域
施
設

地
域
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ

ィ
施
設

集会施設

図書

機能

福祉保健

施設

高齢者福

祉施設

保育園機能の民間移譲

跡地の有効利用

地元等へ

の譲渡

規模縮小

建替え時期に

合わせた
集約化

利用が限定的な

施設の地域移譲

再配置や活用

方策の検討

庁舎 出張所

機能集約

施設の民間譲渡

× 利用されていない

施設の廃止・売却

中央公民館

機能集約一体的な施設・土

地利用の検討 ﾚｸﾘｴｰ

ｼｮﾝ施設

観光施設

加工施設

庁舎

高齢者福

祉施設

ｽﾎﾟｰﾂ施設

観光

施設

拠点施設へ

の集約化

×

利用されていない

施設の廃止・売却

一体的な土地利

用方策の検討
一体的な管理や機

能統合の検討

×

×

ｽﾎﾟｰﾂ施設

一体的な配置や利

活用・運営体制の

検討

一体的な施

設管理

ｽﾎﾟｰﾂ施設

民間への

売却

機能統合

児童減少に対

応した統廃合

廃校後の施設

有効利用

機能集約

機能集約

規模縮小

×
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■再配置の手法（例示） 

６．計画の実現に向けて 
 

美里町公共施設等マネジメント計画 概要版／平成 29 年 3 月 

●発行 美里町役場 総務課 

 〒861-4492 熊本県下益城郡美里町馬場 1100 番地 TEL:0964-46-2111 FAX:0964-46-3510 

◆今後の取組の流れ 

■次年度以降は、本計画の目標・

方針を踏まえ、施設配置の方向

を検討します。 

■波及効果の高い取組は再配置モ

デルプロジェクトとして立ち上げ、

目標の早期実現に努めます。 

今年度「美里町公共施設等
マネジメント計画」を策定 

＜再配置の方向のイメージ＞ 

右の図は、あくまでイメージを示し

たものです。具体的な再配置につい

ては、今後、地域意向、財政状況

のほか、上位計画の見直し等により

検討していきます。 

再配置のイメージ（例） 


